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広島市下水道局 

施設部計画調整課 

合流式下水道の改善の推進について               

 
広島市の中心市街地は、汚水と雨水を１本の下水道管で効率的に処理できる合流式下水道で整

備されている。 
合流式下水道は雨天時に下水道管内の雨水が増水するため、汚れた雨水を公共用水域に放流さ

せることがある（写真１）。 
広島市は「水の都ひろしま」にふさわしい水環境を創出するため、昭和６１年度から合流式下

水道を改善する事業に着手している。 
全国的にも同様な問題が発生しているため、平成１６年４月、下水道法施行令が改正され、平

成３５年度までに合流式下水道を改善することが義務付けられた。 
このため、広島市は「広島市合流式下水道緊急改善計画」を策定し、次の方法で、合流式下水

道の改善を実施している（図１）。 
・ 汚れた雨水を一時的に貯留する雨水滞水池（写真２）等を建設し、雨が止んだ後に水資源

再生センター（下水処理場）にて汚れた雨水を処理する。 
・ 水資源再生センターへの遮集管を建設し、汚れた雨水を水資源再生センターで処理する。 
・ 市街地の一部を分流地区にして、汚水混じりの雨水の量を減らす。 
・ 雨水吐のスクリーンの目幅を縮小し、公共用水域へのごみの放出量を減少させる。 
 

【写真１】                                   【写真２】 

降雨初期雨天時に汚れた雨水が放流される状況      合流改善対策施設の例(千田雨水滞水池) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【図１】合流式下水道の改善のイメージ図 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

改善対策前 改善対策後 

資料）国土交通省ＨＰホームページより 
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 図２に、合流式下水道の改善対策の効果を示す。 
 改善対策前は、高級処理できない（処理場で処理できない）雨水の全てを、簡易処理および直

接放流により公共用水域へ放流していたが、改善対策後は、初期降雨時の最も汚い雨水を雨水滞

水池へ貯留し、降雨終了後に高級処理するため、放流負荷量がかなり減少する。 
 広島市では、雨天日に公共用水域に放流される汚れの３３％を削減し、約２６０（ｔ/年）の

BOD 負荷量を削減する見込みである。 
主な施設の整備スケジュールは表１のとおりで、来年度は、白島遮集管、大州雨水滞水池が完

成する予定である。 
【図２】合流式下水道の改善効果（BOD 負荷量のｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ例） 
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【表１】主な施設の整備スケジュール 

 
 
 

【図３】合流式下水道改善状況図（平成２６年度末） 
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【林野庁近畿中国森林管理局 山口森林管理事務所】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地元自治会と連携した「タケノコ堀りと収穫祭」

■自治会外ボランティアの協力を得た孟宗竹の伐採　＜継続＞

・竹繁茂の現状を理解してもらうため、地元自治会と共催で「タケノコ堀りと収穫祭」を開催
・竹林整備事業について説明及び今後の竹林整備について意見交換を実施
・山口県、岩国市、地元自治会と連携した「やまぐち森林づくり」県民税を活用した竹林整備活動（イベント）
を開催

城山国有林
H26.4 タケノコ掘りと収穫祭を開催
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【山口県】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■やまぐち森林づくり県民税関連事業（森林活力再生事業）岩国市他4市町　＜新規＞

　「やまぐち森林づくり県民税」の第3期となる平成27年度～31年度において、機能の低下したスギ・ヒノキ人工林の整備や繁
茂・拡大した竹林の伐採等により、森林の活力を再生する「森林活力再生事業」を実施する。

Ｈ27年度：森林・竹林の整備
（森林活力再生事業）
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【広島県】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪基本コンセプト≫

　　　　

　　

　広島都市圏の魅力づくりの視点から，平成28年度に完成予定の市街地再開発事業により，新たな集客が期待されている
広島駅前周辺の水辺が，魅力的な空間となるよう，「美しい川づくり」を広島県と広島市が連携して実施していくものです。
　27年度について，駅前大橋から猿猴橋の間において，広島県では有機泥を撤去すると共に，老朽化した雁木など，護岸の
改修を行います。　また，広島市では，河岸緑地の設計や猿猴橋の復元を行います。

■美しい川づくりの推進　＜新規＞

【集中的な取組後のイメージ】
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【瀬戸内・海の路ネットワーク推進協議会】 
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【環境省中国四国地方環境事務所】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「瀬戸内海海ごみ対策検討会」の検討結果を踏まえた、実態把握、発生抑制や回収
処理方策などの検討の推進　＜継続＞

海ごみ教材資料等を活用し、引き続き海ごみ問題を取り上げてもらう機会の創出に努めるとともに、各種イベ
ント等の機会を捉えた発生抑制・回収処理の促進のための普及啓発、広報等の取組をさらに進めた。また、
引き続き瀬戸内海の海ごみ対策に関するデータや回収処理の取組に関する各種情報を収集し、ホームペー
ジ等で情報発信するなどして、海ごみ問題の普及啓発を進めた。

「海ごみ教材資料 ゴミになったアルミン」

海ごみについて、物語としてまとめたものです。

自然の家等での課外活動や小学校でのごみ問題

の授業後に、家庭にて海ごみ問題について考えて

もらう機会をつくれるように、ごみの持ち帰りのた

めの読み物を作成し、楽しみながら海ごみ問題に

ついて考えてもらう資料としています。

http://chushikoku.env.go.jp/recycle/mat/data/m_
3_1_1/m_3_1_1a.pdf

「ぼくらの身近な瀬戸内海～海底ゴミ教材補助資料～」

瀬戸内海における海底の映像等を収集し、その概要を取りまとめたものです。

海ごみ問題について必ずしも詳しい知識のない環境学習に係る施設の職員や先生が

「海底で今何が起こっているのか」「海ごみ問題による被害」「私たちが行うべきこと」の３

つを伝えられる補助教材となるように作成しています。(都合により、WEBでは一部のみ

掲載しております。全て御覧になりたい場合は、中国四国地方環境事務所で貸出してい

ますので、お問い合わせください。

http://www.youtube.com/watch?v=_uYXUVxQC_o
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【モニタリング・環境教育分科会】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



11 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



12 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



13 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



14 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



15 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



16 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



17 
 
 

【広島県】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■県民による瀬戸内海の海岸生物モニタリング事業　＜新規＞


